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研究成果の概要（和文）：　本研究では、特にアジア太平洋戦争期を中心として、日本文化を海外に向けて発
信、宣伝していく活動を具体的な日本の書物の広がりを通して明らかにしていった。特に日本の占領地、東南ア
ジアの国々において、日本語や日本文化を教え、紹介し、広げていく活動を明らかにしている。海外に広がり、
現在も現地に残っている日本語資料の調査は、戦時期において日本の対外文化工作に関わった人々や組織の具体
的な姿を照らし出すことができる。さらに、本研究ではそうした海外に向けた日本の文化宣伝の中で、どのよう
な日本文学作品が用いられ、活用されたのかを明らかにしていった。

研究成果の概要（英文）：I clarified the Japanese cultural propaganda during the World War II based 
on the study about the distribution of Japanese print culture to foreign countries in this research 
project. To be specific, I clarified the activities of actors who transferred, introduced, taught 
Japanese language and culture in the areas occupied by the Japanese army during this period. I 
located and studied the books and magazines in Japanese left behind after the war in Southeast Asian
 countries and verified how these materials had been used for Japan's cultural diplomacy. In 
addition, I shed light on the literary works and how they had been used in these activities.

研究分野： 日本文学

キーワード： 文化外交　書物流通　日本近代文学　読書

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、日本の言語、文化の価値を海外に向けて発信していく営為が、戦時期において果たした役割を解
明していった。この研究の意義は、アジア太平洋戦争において、日本が対外的に展開していった文化工作を、具
体的に占領地で実践していった人や組織からとらえるところにある。日本文化の発信を、その発信者のみでとら
えるのではなく、日本の書物を介して日本語や日本文化を占領地で教え、翻訳し、あるいは紹介する具体的な実
践の中からとらえ、解明することが可能とな

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

 本研究では、近代、特に第二次世界大戦前、及び戦中期の日本の国際文化戦略の中で、日本語

文献を海外に向けて送る、という活動を調査、研究の対象とする。そこでの中心となる問いは、

1）日本の海外文化戦略の中で、どのような文献が、どこに、どれだけ送られていったのか。2）

それら日本語文献を海外に運び、流通させていく具体的な組織やルートはどのようにできあが

っていったのか。3）海外に送られた日本語文献は、どのような場所で、どういった人物、組織

を通して用いられていったのか。4）1）から 3）までのデータをもとに、日本語文献を送るとい

うことが日本の文化戦略の中で果たした役割、そしてその中で、日本の文学作品が担っていた意

味はどういったものであったのか、を問うていく。以上が、本研究課題の中心となる問いである。 

 本研究代表者は、近代の日本で、書物がどのように流通していったのか、という問題を基盤と

して研究成果をあげてきた。日本の国内のみならず、文学作品を含めて日本語文献は海外にも送

られ、海外で日本語蔵書や日本学を形成していく。特に 1930 年代から、第二次世界大戦中に至

るまで、日本語文献は日本の対外的な文化政策の中で、欧米や、さらにはアジアの各地に送られ

ていく。それらの活動の調査、分析、評価を行うこととなる。 

 この問いの特徴は、文献の内容のみならず、それらが読者のもとに広がっていく経路や、その

流通を可能とする多くの人、組織の果たす役割をも重視しながら研究することにある。こうした

情報の流通、享受を視野に入れなければ、日本語文献が海外で果たした役割を十分にはとらえる

ことができない。しかしながら、文学研究では、こうした書物が届く仕組みやその変化について

の研究が十分進展していない状況にある。このため、本研究代表者は、書物が読者へと届くまで

の一連の流れを歴史的に分析する研究手法をデザインし、調査、研究を実践してきた。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、第二次世界大戦前、及び戦中期の日本の国際文化戦略の中で、日本の書物を

海外に送る、あるいは交換するという事業を調査し、その中で文学表現がどのような役割を負っ

てきたのかを明らかにすることにある。 

 この研究の目的は、単純に海外の日本語文献の所蔵や移動を明らかにすることにとどまるも

のではなく、日本の対外的な文化戦略をも明らかにしていくところにある。日本では対外的な文

化戦略への関心がしだいに高まり、1934 年に国際文化振興会が設立されることとなる。日本語

文献の紹介や寄贈は、その事業の重要な一部をなすようになっていく。また、日米間の緊張が高

まっていく中、1938 年には日本文化会館（Japan Institute）がニューヨークに設置され、日本

文化を紹介する拠点としての活動を展開する。その活動は日本を紹介する移動図書館や参考図



書館の活動も伴っていた。日米開戦以降、これら日本語図書の送出や文化の紹介は、日本の植民

地やアジア諸国に重点をおいて展開していく。 

 日本語文献の動きをとらえることが、同時にそれらを送り出した日本側の意図や目的を解明

するとともに、実際にどのような人々によってその活動が担われ、具体的に各地でどう活用され、

どういう役割を帯びていったのかを明らかにすることとなる。そしてまた対外的な日本につい

ての情報発信は、日本が、どのような日本の自己イメージを形作り、海外に向けて発信しようと

していたのか、そしてまた、送り出された日本についての情報が、欧米で、さらにはアジアにお

いて広がっていった具体的な動きを明らかにすることにもつながる。これら研究の目的を達成

するために、より具体的には以下の目的を設定していった。①国内の文化統制と対外的な文化外

交との互いのかかわりを解明していくこと。②外地に遺された日本語蔵書をもとに、占領地での

文化工作の実態をとらえること。③戦時期における書物流通をとらえる研究手法を体系化し、そ

の可能性を明確にしていくこと。 以上の目的は、研究当初の目的をもとに研究期間内において

再検討、調整しながら設定していったものである。より具体的には以下の研究の方法で述べるこ

ととした。 

 

３．研究の方法 

 

 ①国内の文化統制と対外的な文化外交との互いのかかわりを解明していくこと。 

 日本の対外文化政策は 1930 年代に具体的な組織や活動の形をとっていくが、本研究では特に

そうした対外的な文化政策が、日本国内における日本文化の研究やその統制とどうかかわって

いたのかを解明することを一つの目的とした。対外的な文化工作において必要になるのは、日本

文化の何を、どのように価値づけ、発信していくかである。両者のかかわりを、具体的な組織や

人の活動の結びつきを通して明らかにしていく必要がある。 

②外地に遺された日本語蔵書をもとに、占領地での文化工作の実態をとらえること。 

 当初の研究目的には、これら資料の所在が把握できた米国、イタリア、ベトナム（フランス領

インドシナ）、インドネシア（オランダ領東インド）を調査対象としていたが、研究期間中に、

新型コロナウィルス感染症の拡大によって海外調査に制限があったため、それまで主な資料の

収集を完了していたインドネシア、ベトナムでの日本語資料を重点的に研究していくこととな

った。特にこれらの蔵書の内容、構成に踏み込んだ分析を行い、そこから見えてくる文化政策の

特質を解明していく。そしてまた、それらに中における文学表現の特質やその役割についても明

かしていく目的があった。 

③戦時期における書物流通をとらえる研究手法を体系化し、その可能性を明確にしていくこと。 

 本研究の独自性は、戦時期の日本の対外文化政策を、具体的な書物の広がりや、そこに関わっ

た人々の活動をもとにとらえるところにある。文化工作を具体的な占領地の現地実践の中で解

明していくことがそこでは可能となる。戦時期の日本の文化工作を、当時の思想、政策のレベル

のみではなく、日本についての情報を教え、広げ、伝える人々の活動として解明するこうした方



法やその意義、さらにはそこに有用となる資料の可能性を検討し、こうした研究手法をより整備、

体系化していくことが研究を進めていく中での新たな目的ともなっていった。 

 

４．研究成果 

 

 本研究では、主に第二次世界大戦、及びそれに至る時期の日本の対外文化工作を日本の書物の

海外流通という側面から調査、研究してきた。具体的には東南アジア諸国に遺された、戦中の日

本語蔵書やそれらが生まれた背景をとらえていった。タイ、シンガポール、インドネシア、ベト

ナムやフィリピンでの調査を実施していった。特にインドネシア、及びベトナムにおいて、まと

まった文庫を見出し、その内容を目録化し、内容やその生まれた状況を解明していった。そこか

らは、戦時下において日本の言語、文化を占領地において押し広げていった文化工作の容態と、

そこにかかわった具体的なアクターの活動があきらかになっていった。それはまた、日本国内の

学術、文化の統制と結びつきあった活動でもあったことを解明していった。 

 感染症の拡大によって海外での調査ができない期間が多くを占めたものの、それまでに収集

した調査データをもとに、各地の所蔵資料についての内容に踏み込んだ分析、研究に成果をあげ

ることができた。また、2019 年度に当初予定していなかったブラジル、サンパウロでの資料収

集、調査の機会ができたため、戦時期の移民地、サンパウロにおける日本語資料流通、読書環境

についての研究も可能となった。ベトナムにおけるベトナム社会科学院所蔵の日本語資料につ

いては、渡航がきびしい状況の中、ベトナムで対面、オンラインのハイブリッドで国際会議が実

現し、そこで調査の報告を行うことも可能となった。 

 本研究では、戦時期に日本語資料を占領地に送り、あるいは紹介し、教える具体的な活動を解

明していくことを目的としていた。こうした占領地の文化工作の実践に関する情報を豊富に含

んだ雑誌に『東亜文化圏』がある。この雑誌の意義を改めてとらえ、その複製、出版刊行を支援

していった。 

 また、日本国内の学術、文化の統制を、海外を含めたその情報の広がりに着目して分析する視

点から、戦時期における読書の指導、統制に着目して研究を進めた。これによって、ほとんど研

究のなされていなかった読書傾向調査が、戦時下の国民読書運動や文化統制に大きく関わって

いたことを明らかにした。 

 これらの成果は 2022 年に著書『「大東亜」の読書編成』としてまとまったほか、関係資料の紹

介、刊行も並行して行っていった。そして、戦時下における読書指導に関する資料の調査や分析

は、新たな資料の発見と整理に結びついていった。この調査は次の新たな研究課題「戦前・戦中

における読書傾向調査の基礎研究」へと展開していくことが可能となった。 
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